
第２回 北海道・川の⽇ワークショップレポート ⽝⼭清史（ワークショップ事務

局）

「北国の春」は遅い

ゴールデンウィーク初⽇の⽻⽥空港は朝早くからごった返していました。⼿荷物検査場が混んで

いて出発は３０分以上遅れる始末。灰⾊の東京の空（普段から灰⾊だ！）を背に⽔平⾶⾏にうつ

ると、機⻑からの挨拶。「現地の天候はあいにくの⾬模様、気温は摂⽒３度との報告が⼊ってお

ります。」え！３度って東京の真冬じゃないか、防寒着持ってきてないよ。残念ながら予想は的

中、帯広空港は⾬降り。駅へ向かうバスから⾒える⽊々は緑の⾐をまとうこともなく、まだ冬の

装いでした。ニッポンは縦に⻑いなあ。

ヒルのいる川は？

北海道の川の⽇ワークショップは昨年の札幌に続き、今回の帯広で２回⽬になります。昨年を振

り返ってみるとNPOや市⺠以上に⾏政の⽅の発表に元気があったのが記憶にあります。冬が⻑

く、川に⾏って活動できる時間が夏場に集中するということで今年は４⽉中（昨年は７⽉）の開

催になったそうです。これもまた地域性の表れとも⾔えるでしょう。

さて今年の北海道川の⽇ワークショップは全道より３０チームが参加し、４⽉２６，２７⽇の２

⽇間開催されました。初⽇は「⼦どもの⽔辺」「市⺠活動・企業」「⾏政」の３分科会に分かれ

て⼀次審査、⼆⽇⽬は各分科会より選ばれし全６チームによる⼆次審査と特別賞チームによる発

表、表彰式がありました。

初⽇、私は「⼦どもの⽔辺」分科会を中⼼に楽しませて頂きました。１０団体が参加したこの分

科会、⽔辺の楽校、総合学習、安全講座、地域を巻き込んだ活動とバラエティに富んだ内容はど

れも魅⼒的でした。そんな中で私が⼀番気になったのが⼩学校の先⽣が発表した、ウツベツ川

「⽔辺の楽校」と総合学習のかかわり。全体会でも話題になっていたこの活動、⼩学校４年⽣の

総合学習の時間に近くを流れるウツベツ川を対象に授業を⾏ったそうなのですが、はじめに⾃分

たちで調べてわからないことがあったので川のプロを呼んで聞くことにした、とか、何でもいい

のでウツベツ川のプロになろうとか新たなそしてユニークな視点がたくさんありました。でもそ

れ以上に⼦供達が「ヒル」に興味を⽰したということが印象的でした。 当初、⼦供達は「ウツ

ベツ川は汚くてなんにもいないだろう」と思っていたらしいの

ですが、いざ観察してみると「⾒たことのない伸び縮みする⽣

き物がいる」ということでこれに⼤変な興味を⽰し始めたとい

うことなのです。これを聞いた河川管理者の⽅の苦笑いが私た

ち⼤⼈の気持ちを表しているような気がします。⼤⼈はヒルの

いる川なんて近づこうとしないし、ヒルを⾒ただけで⼀歩引い

ちゃいます。調べてみようなんて思わない。⼦供達には川でも

っと遊んでほしいけど、汚い川に⼊ってどんどん遊べというの

も気が引けるというもの。「ヒルしかすめない川」も⼦供にとっては「ヒルみたいなおもしろい

⽣き物がすんでいる川」なのかも知れません。これを発表していた若い（本⼈は若くないと⾔っ

ていましたが）⼥性の先⽣、⼦供達にヒルを⾒せられたときどういう反応したのでしょうか？あ

の発表からすると「これ、⾎吸うんだよ」なんて⾔って逆に⼦供達を怖がらせていたような。

継続は⼒なり

特別賞を受賞の⽇崎さん。市内を流れる帯広川流域に住む⽇崎さ

んは、なんと４０年間この川の写真を撮り続けて来たそうです。

その間には洪⽔があって撮りためた写真が⽔浸しになってしまっ

たり、毎週きまった曜⽇になると泡が上流から流れてきたりとい

ろいろなことがあったそうです。泡の原因は未だにわからないよ

うなのですが、４０年間の重みが⾔葉の端々から伝わってきて、

続けていくことの重要性を改めて感じさせてくれた発表でした。

雪が溶けて川になって、どこに流れて⾏くの？



ワークショップ後のエクスカーションでは⼗勝川周辺をバスでまわりました。私が２⽉に⼗勝川

に来たときには⼀⾯雪に覆われていてどこまでが川なのか、どこが⾼⽔敷がどうなっているのか

わかりませんでした。雪が深く、⾞で⾏けないため途中から雪をかき分け、歩いて川を⾒に⾏っ

たのでした。その同じ場所をバスがすいすい⾛っているのですから季節の移り変わりをつくづく

感じるエクスカーションでした。

ゴールデンウィークがあけると７⽉の「川の⽇」ワークショップの準備が本格的に始まります。

北海道はじめ各地から元気いっぱいの発表をお待ちしています。東京でお会いしましょう。


